
東海第２原子力発電所（以下東海第２）の想定されていない、大きなリスク 

 

2016.11.2 の住民説明会に於いて、日本原子力発電所(株)でも想定していないことが、明白

であった。原子力規制委員会では、どうだろうか。 

 防潮堰、水密扉、建屋等の損壊原因となる力は、地震動・波力以外に、操縦不能になった

船舶の津波による漂流破壊力を想定しなければならない。隕石が落ちてくるような極少な

リスクとは、桁違いのリスクである。次の事実からも、発生は、想定の範囲である。 

 

〜東日本大震災の光景〜 釜石魚市場周辺 

来襲した津波で、9.3mまで浸水 ASIA SYMPHONY 

 

 

津波で岩手県釜石市の釜石港岸壁に乗り上げたままになっていた全長約１００メートルの

大型貨物船アジアシンフォニー（4,724トン） 

 

地震：3.11 14：46 釜石津波：15：21 (最大波 9.3ｍ) 

船首の一部が防潮堤を壊した形で釜石港の岸壁に乗り上げ、津波の猛威を象徴する。 

「津波の瞬間は、まさに阿鼻叫喚（あびきょうかん）。貨物船が湾内を木の葉のようにぐる

ぐると回っていた。今回の震災で陸地に乗り上げた船の中でも 2番目の大きさである。」 

とネット上で、述べられている。 

更に、数年後にクレーンで持ち上げて、海に戻したシーンからも、現在の大型船舶は、素人

の考え？と違い、船底が真っ平らであることが、分かった。 

http://www.shinsaihatsu.com/images/foto/l/11/iwate_kamaishi110715_409.jpg


 

 東海第二は、次に述べるように、日本で唯一の立地条件にある港であることを認識しなけ

ればならない。それは、北と南に約 2.5ｋｍ以内にそれぞれ、重要港湾の出口が位置してい

ることである。北は、茨城港日立港地区、南は、茨城港常陸那珂港地区である。尚、それぞ

れの港の利用船舶の実績は、次のとおりである。 

○日立港の入港船舶数 HPから 

平成 24年度 1,439隻 総トン数 9,305,975トン 平均約 6,500トンの船が４隻/日停泊し

ている計算になる。 

○常陸那珂港の入港船舶数 電話取材 

平成 27年度 1,464隻 総トン数 18,523,14トン 平均 12,650トンの船舶が 4隻/日 

合算して、500トン～57,000トン(石炭運搬船)が、8隻/日停泊している計算になる。 

（両港には、毎日入出港するRORO船があるが、その総トン数は約14,000トン/隻である。） 

 

船は、外洋に出てしまえば何でもないが、問題となるのは、大きな地震があってもこれらの

貨物船は、すぐ離岸できないことである。例えば、前述した RORO船は、荒天時、満船の

130台に上る被牽引トレーラーの荷役開始時が、一番タイミングの悪い時になるが、車両の

縛着をし直して離岸するまでに相当の時間を要する。又、港近辺は、沖堤防などで計り知れ

ない乱流が起きるものである。 

因みに、10,000㌧クラスの船舶は、水深 10m岸壁を利用します。東海第 2の基準津波高

は、17.1ｍであるから、想定の範囲内にあるリスクと言える。 

下記HPから、茨城港の港湾施設の現況を参照ください。 

http://www.pref.ibaraki.jp/doboku/ibako/kowanshisetsu.html 

http://www.pref.ibaraki.jp/doboku/ibako/hikoku/hitachiko1.html 

 

津波で操縦不能となった大型船舶から、いかなる防潮堰も建屋自体も破壊から逃れられな

いのではないか。 
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日立港の入港実績 HPより 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常陸那珂港 

北側出入口 

日立港 

東海港 

世界最大級の LNGタンクと 

タンカーの着岸施設 

石炭火力 

100万 kw×2基 

東海第２ 



 

 

 

                            150度南側に東海第二原発 

目と鼻の先（２ｋｍ以内）に、世界最大級のＬＮＧタンクとタンカー着岸施設がある。 

月１～２度入船、荷役に約 24 時間かかる。大きなリスクと言えるが、想定もしていない。 

 

 


